
(57)【要約】

【課題】本発明は加熱調理器において、マイクロコンピ

ューター等の制御手段の故障や、使用者が意図せずに操

作部のみ操作したときに、誤って加熱調理器を動作させ

ないようにすることを目的とする。

【解決手段】安全回路部５を、ドア開閉状態が入力され

た制御手段１からの出力信号とドア開閉信号出力部６か

らの出力信号で動作するようにしたものである。これに

よって、使用者は、ドアを開閉する動作と操作部を操作

するという２つの異なる動作・操作をしたときのみ安全

回路部５を動作させることができるため、マイクロコン

ピューター等の制御手段の故障や、使用者が意図せずに

操作部のみ操作したときに、誤って加熱調理器を動作さ

せないようにできる。

【選択図】　図１
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【 特 許 請 求 の 範 囲 】
【 請 求 項 １ 】
調 理 物 を 加 熱 す る 加 熱 手 段 と 、 加 熱 室 を 開 閉 す る 開 閉 手 段 と 、 前 記 開 閉 手 段 の 開 閉 状 態 を
出 力 す る ド ア 開 閉 信 号 出 力 部 と 、 加 熱 手 段 を 制 御 す る 制 御 手 段 と 、 使 用 者 が 制 御 手 段 に 情
報 を 入 力 す る 操 作 部 と 、 前 記 加 熱 手 段 を 駆 動 す る の に 前 記 制 御 手 段 か ら の 制 御 信 号 単 独 で
は 制 御 で き な い 安 全 回 路 部 と を 備 え 、 前 記 安 全 回 路 部 は ド ア 開 閉 信 号 出 力 部 か ら の 出 力 信
号 と 前 記 制 御 手 段 か ら の 制 御 信 号 に よ り 加 熱 手 段 を 動 作 さ せ る こ と を 特 徴 と し た 加 熱 調 理
器 。
【 請 求 項 ２ 】
調 理 物 を 加 熱 す る 加 熱 手 段 と 、 加 熱 室 を 開 閉 す る 開 閉 手 段 と 、 前 記 開 閉 手 段 の 開 閉 状 態 を
出 力 す る ド ア 開 閉 信 号 出 力 部 と 、 加 熱 手 段 を 制 御 す る 制 御 手 段 と 、 加 熱 開 始 の 指 示 を 制 御
手 段 に 入 力 す る 操 作 部 と 、 加 熱 手 段 を 動 作 さ せ る 加 熱 手 段 制 御 部 と 、 加 熱 手 段 制 御 部 と 制
御 手 段 と の 間 に 設 け た 加 熱 手 段 駆 動 部 と 、 ド ア 開 閉 状 態 が 入 力 さ れ た 制 御 手 段 か ら の 出 力
信 号 と ド ア 開 閉 信 号 出 力 部 か ら の 出 力 信 号 で 動 作 す る 安 全 回 路 部 と を 備 え 、 前 記 安 全 回 路
部 か ら の 出 力 信 号 と 加 熱 開 始 の 指 示 を 入 力 さ れ た 制 御 手 段 か ら の 出 力 信 号 に よ り 加 熱 手 段
駆 動 部 を 動 作 さ せ 、 そ の 出 力 信 号 に よ り 加 熱 手 段 制 御 部 を 動 作 さ せ る こ と で 加 熱 手 段 が 動
作 す る 構 成 と し た 加 熱 調 理 器 。
【 請 求 項 ３ 】
安 全 回 路 部 は 、 操 作 部 の 出 力 信 号 と ド ア 開 閉 状 態 が 入 力 さ れ た 制 御 手 段 か ら の 出 力 信 号 と
ド ア 開 閉 信 号 出 力 部 か ら の 出 力 信 号 で 動 作 す る よ う に し た 請 求 項 １ ま た は ２ に 記 載 の 加 熱
調 理 器 。
【 請 求 項 ４ 】
ド ア 開 閉 状 態 が 入 力 さ れ た 制 御 手 段 か ら の 出 力 信 号 を 所 定 時 間 の 間 だ け 出 力 す る こ と を 特
徴 と し た 請 求 項 １ 、 ２ ま た は ３ に 記 載 の 加 熱 調 理 器 。
【 請 求 項 ５ 】
ド ア の 開 閉 に 応 じ て 使 用 者 に 報 知 す る 報 知 手 段 を 設 け た 構 成 の 請 求 項 １ ～ ４ の い ず れ か １
項 に 記 載 の 加 熱 調 理 器 。
【 請 求 項 ６ 】
報 知 手 段 を 所 定 時 間 動 作 さ せ る こ と を 特 徴 と し た 請 求 項 ５ に 記 載 の 加 熱 調 理 器 。
【 発 明 の 詳 細 な 説 明 】
【 ０ ０ ０ １ 】
【 発 明 の 属 す る 技 術 分 野 】
本 発 明 は 、 マ イ ク ロ コ ン ピ ュ ー タ ー 等 の 制 御 手 段 の 故 障 や 、 使 用 者 が 意 図 せ ず に 操 作 部 の
み 操 作 し た と き に 、 誤 っ て 動 作 さ せ な い よ う に し た 加 熱 調 理 器 に 関 す る も の で あ る 。
【 ０ ０ ０ ２ 】
【 従 来 の 技 術 】
従 来 、 こ の 種 の 加 熱 調 理 器 と し て は 、 図 １ ０ 及 び 図 １ １ に 記 載 さ れ て い る よ う な も の が あ
っ た 。 図 １ ０ は 従 来 の 加 熱 調 理 器 に 関 す る 構 成 図 、 図 １ １ は 従 来 の 高 周 波 加 熱 装 置 の 回 路
図 を 示 す も の で あ る （ 例 え ば 、 特 許 文 献 １ 参 照 。 ） 。
【 ０ ０ ０ ３ 】
図 １ １ に お い て 、 １ は 制 御 手 段 、 ２ は 加 熱 手 段 制 御 部 、 ３ は 加 熱 手 段 駆 動 部 、 ４ は 操 作 部
、 ５ は 安 全 回 路 部 で あ る 。 従 来 例 で は 、 操 作 部 ４ の ス イ ッ チ Ｓ Ｗ １ ～ Ｓ Ｗ ４ か ら の 出 力 が
加 熱 手 段 １ へ 入 力 さ れ 、 加 熱 可 能 な 状 態 を 制 御 手 段 １ が 認 識 す る と 、 Ｏ １ か ら 信 号 を 出 力
し （ こ の 場 合 、 制 御 手 段 １ の 出 力 電 圧 は ５ Ｖ と す る ） 、 ト ラ ン ジ ス タ Ｑ ４ の エ ミ ッ タ に 電
圧 を 印 可 す る 。 次 に 使 用 者 が 操 作 部 ４ の Ｓ Ｔ Ａ Ｒ Ｔ キ ー を 押 す と ダ イ オ ー ド Ｄ ３ を 通 し て
点 Ａ が ５ Ｖ に な り 、 ト ラ ン ジ ス タ Ｑ ６ が Ｏ Ｎ し て 、 そ れ に よ り ト ラ ン ジ ス タ Ｑ ４ の ベ ー ス
が ０ Ｖ に 引 き 込 ま れ ト ラ ン ジ ス タ Ｑ ４ が Ｏ Ｎ す る 。 す な わ ち 、 ト ラ ン ジ ス タ Ｑ ４ と Ｑ ６ と
に よ り 回 路 の 安 全 性 を 保 持 す る 安 全 回 路 部 ５ を 構 成 す る 。 ト ラ ン ジ ス タ Ｑ ４ が Ｏ Ｎ す る と
ト ラ ン ジ ス タ Ｑ ４ の コ レ ク タ が ほ ぼ ５ Ｖ と な る た め 、 Ｓ Ｔ Ａ Ｒ Ｔ キ ー が 離 さ れ て も ト ラ ン
ジ ス タ Ｑ ６ は Ｏ Ｎ し 続 け る 。 ま た 、 Ｓ Ｔ Ａ Ｒ Ｔ キ ー か ら の 信 号 が 制 御 手 段 １ に 入 力 さ れ る
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と 、 Ｏ ３ が 出 力 さ れ ト ラ ン ジ ス タ Ｑ ７ が Ｏ Ｎ す る 。 こ の 時 、 ト ラ ン ジ ス タ Ｑ ６ が Ｏ Ｎ し て
い る た め 、 加 熱 手 段 制 御 部 ２ の リ レ ー の 接 点 が 閉 じ 、 加 熱 手 段 が 動 作 す る 構 成 と し て い た
。
【 ０ ０ ０ ４ 】
す な わ ち 、 使 用 者 が ド ア を 開 閉 し て 調 理 物 を 加 熱 室 に 入 れ 、 加 熱 時 間 等 の 加 熱 に 必 要 な 情
報 を 操 作 部 ４ か ら 制 御 手 段 １ に 入 力 し 、 Ｓ Ｔ Ａ Ｒ Ｔ キ ー を 押 す こ と で 安 全 回 路 部 ５ 、 加 熱
手 段 駆 動 部 ３ 、 加 熱 手 段 制 御 部 ２ を 動 作 さ せ る こ と で 加 熱 手 段 ８ が 動 作 し て い る 。
【 ０ ０ ０ ５ 】
【 特 許 文 献 １ 】
特 開 昭 ６ ３ － １ ８ ９ ７ １ ５ 号 公 報
【 ０ ０ ０ ６ 】
【 発 明 が 解 決 し よ う と す る 課 題 】
し か し な が ら 、 前 記 従 来 の 構 成 で は 、 操 作 部 の 操 作 の み で 安 全 回 路 部 を 動 作 さ せ る こ と が
で き る た め 、 例 え ば 、 操 作 部 の 掃 除 を し て い る 時 な ど 、 使 用 者 が 意 図 し な い 場 合 で も 誤 っ
て 加 熱 調 理 器 を 動 作 さ せ て し ま う こ と が あ る と い う 課 題 を 有 し て い た 。 ま た 、 安 全 回 路 部
は 、 Ｓ Ｔ Ａ Ｒ Ｔ キ ー か ら の 信 号 で 動 作 し て い る た め 、 加 熱 手 段 を 動 作 さ せ る に は 必 ず Ｓ Ｔ
Ａ Ｒ Ｔ キ ー を 必 要 と し て い た 。 こ の た め 、 操 作 部 に は Ｓ Ｔ Ａ Ｒ Ｔ キ ー を 構 成 す る ス ペ ー ス
、 部 品 が 必 ず 存 在 し 、 限 ら れ た 操 作 部 ス ペ ー ス に 対 し て キ ー の 点 数 が 多 く な り 、 １ つ 当 た
り の キ ー の 大 き さ が 小 さ く な り 操 作 性 、 視 認 性 が 悪 く な る 、 ま た 部 品 点 数 が 多 く コ ス ト が
高 く な る 、 と い う 課 題 を 有 し て い た 。
【 ０ ０ ０ ７ 】
本 発 明 は 、 前 記 従 来 の 課 題 を 解 決 す る も の で 、 マ イ ク ロ コ ン ピ ュ ー タ ー 等 の 制 御 手 段 の 故
障 や 使 用 者 が 意 図 せ ず に 操 作 部 の み 操 作 し た と き に 、 誤 っ て 加 熱 調 理 器 を 動 作 さ せ な い よ
う に す る こ と を 目 的 と す る 。
【 ０ ０ ０ ８ 】
【 課 題 を 解 決 す る た め の 手 段 】
前 記 従 来 の 課 題 を 解 決 す る た め に 、 本 発 明 の 加 熱 調 理 器 の 安 全 回 路 部 は 、 ド ア 開 閉 状 態 が
入 力 さ れ た 制 御 手 段 か ら の 出 力 信 号 と ド ア 開 閉 信 号 出 力 部 か ら の 出 力 信 号 で 動 作 す る よ う
に し た も の で あ る 。
【 ０ ０ ０ ９ 】
こ れ に よ っ て 、 使 用 者 は 、 ド ア を 開 閉 す る 動 作 と 操 作 部 を 操 作 す る と い う ２ つ の 異 な る 動
作 ・ 操 作 を し た と き の み 安 全 回 路 部 を 動 作 さ せ る こ と が で き る た め 、 マ イ ク ロ コ ン ピ ュ ー
タ ー 等 の 制 御 手 段 の 故 障 や 、 使 用 者 が 意 図 せ ず に 操 作 部 の み 操 作 し た と き に 、 誤 っ て 加 熱
調 理 器 を 動 作 さ せ な い よ う に で き る 。 ま た 、 Ｓ Ｔ Ａ Ｒ Ｔ キ ー を 廃 止 す る こ と が で き る た め
、 操 作 部 の キ ー の 大 き さ を 大 き く で き 操 作 性 、 視 認 性 が 向 上 し 、 コ ス ト も 安 価 と な る 。
【 ０ ０ １ ０ 】
【 発 明 の 実 施 の 形 態 】
請 求 項 １ に 記 載 の 発 明 は 、 調 理 物 を 加 熱 す る 加 熱 手 段 と 、 加 熱 室 を 開 閉 す る 開 閉 手 段 と 、
前 記 開 閉 手 段 の 開 閉 状 態 を 出 力 す る ド ア 開 閉 信 号 出 力 部 と 、 加 熱 手 段 を 制 御 す る 制 御 手 段
と 、 使 用 者 が 制 御 手 段 に 情 報 を 入 力 す る 操 作 部 と 、 前 記 加 熱 手 段 を 駆 動 す る の に 前 記 制 御
手 段 か ら の 制 御 信 号 単 独 で は 制 御 で き な い 安 全 回 路 部 と を 備 え 、 前 記 安 全 回 路 部 は ド ア 開
閉 信 号 出 力 部 か ら の 出 力 信 号 と 前 記 制 御 手 段 か ら の 制 御 信 号 に よ り 加 熱 手 段 を 動 作 さ せ る
こ と を 特 徴 と し た こ と に よ り 、 使 用 者 は 、 ド ア を 開 閉 す る 動 作 と 操 作 部 を 操 作 す る と い う
２ つ の 異 な る 動 作 ・ 操 作 を し た と き の み 安 全 回 路 部 を 動 作 さ せ る こ と が で き る た め 、 マ イ
ク ロ コ ン ピ ュ ー タ ー 等 の 制 御 手 段 の 故 障 や 、 使 用 者 が 意 図 せ ず に 操 作 部 の み 操 作 し た と き
に 、 誤 っ て 加 熱 調 理 器 を 動 作 さ せ な い よ う に で き る 。
【 ０ ０ １ １ 】
請 求 項 ２ に 記 載 の 発 明 は 、 調 理 物 を 加 熱 す る 加 熱 手 段 と 、 加 熱 室 を 開 閉 す る 開 閉 手 段 と 、
前 記 開 閉 手 段 の 開 閉 状 態 を 出 力 す る ド ア 開 閉 信 号 出 力 部 と 、 加 熱 手 段 を 制 御 す る 制 御 手 段
と 、 加 熱 開 始 の 指 示 を 制 御 手 段 に 入 力 す る 操 作 部 と 、 加 熱 手 段 を 動 作 さ せ る 加 熱 手 段 制 御
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部 と 、 加 熱 手 段 制 御 部 と 制 御 手 段 と の 間 に 設 け た 加 熱 手 段 駆 動 部 と 、 ド ア 開 閉 状 態 が 入 力
さ れ た 制 御 手 段 か ら の 出 力 信 号 と ド ア 開 閉 信 号 出 力 部 か ら の 出 力 信 号 で 動 作 す る 安 全 回 路
部 と を 備 え 、 前 記 安 全 回 路 部 か ら の 出 力 信 号 と 加 熱 開 始 の 指 示 を 入 力 さ れ た 制 御 手 段 か ら
の 出 力 信 号 に よ り 加 熱 手 段 駆 動 部 を 動 作 さ せ 、 そ の 出 力 信 号 に よ り 加 熱 手 段 制 御 部 を 動 作
さ せ る こ と で 加 熱 手 段 が 動 作 す る 構 成 と し た こ と に よ り 、 使 用 者 は 、 ド ア を 開 閉 す る 動 作
と 操 作 部 を 操 作 す る と い う ２ つ の 異 な る 動 作 ・ 操 作 を し た と き の み 安 全 回 路 部 を 動 作 さ せ
る こ と が で き る た め 、 マ イ ク ロ コ ン ピ ュ ー タ ー 等 の 制 御 手 段 の 故 障 や 、 使 用 者 が 意 図 せ ず
に 操 作 部 の み 操 作 し た と き に 、 誤 っ て 加 熱 調 理 器 を 動 作 さ せ な い よ う に で き る 。 ま た 、 Ｓ
Ｔ Ａ Ｒ Ｔ キ ー を 廃 止 す る こ と が で き る た め 、 操 作 部 の 操 作 性 、 視 認 性 を 向 上 し 、 か つ 安 価
な 加 熱 調 理 器 と す る こ と が で き る 。
【 ０ ０ １ ２ 】
請 求 項 ３ に 記 載 の 発 明 は 、 特 に 、 請 求 項 １ ま た は ２ に 記 載 の 加 熱 調 理 器 の 安 全 回 路 部 を 、
操 作 部 の 出 力 信 号 と ド ア 開 閉 状 態 が 入 力 さ れ た 制 御 手 段 か ら の 出 力 信 号 と ド ア 開 閉 信 号 出
力 部 か ら の 出 力 信 号 で 動 作 す る よ う に し た こ と に よ り 、 前 記 ３ つ の 出 力 信 号 に よ り 、 安 全
回 路 部 を 動 作 さ せ る こ と に な る た め 、 更 に 安 全 性 を 高 め る こ と が で き る 。
【 ０ ０ １ ３ 】
請 求 項 ４ に 記 載 の 発 明 は 、 特 に 、 請 求 項 １ 、 ２ ま た は ３ に 記 載 の 加 熱 調 理 器 に 、 ド ア 開 閉
状 態 が 入 力 さ れ た 制 御 手 段 か ら の 出 力 信 号 を 、 所 定 時 間 の 間 だ け 出 力 す る よ う に し た こ と
に よ り 、 所 定 時 間 内 に の み 安 全 回 路 部 を 動 作 さ せ る こ と に な る た め 、 更 に 安 全 性 を 高 め る
こ と が で き る 。
【 ０ ０ １ ４ 】
請 求 項 ５ に 記 載 の 発 明 は 、 特 に 、 請 求 項 １ ～ ４ の い ず れ か １ 項 に 記 載 の 加 熱 調 理 器 に 、 ド
ア の 開 閉 に 応 じ て 使 用 者 に 報 知 す る 報 知 手 段 を 設 け る こ と で 、 安 全 回 路 部 が 動 作 し た こ と
、 す な わ ち 加 熱 調 理 器 が 動 作 可 能 状 態 に な っ た こ と を 使 用 者 に 意 識 さ せ る こ と が で き る た
め 、 無 意 識 の う ち に 加 熱 手 段 が 動 作 し て し ま う こ と を 防 ぐ こ と が で き る 。
【 ０ ０ １ ５ 】
請 求 項 ６ に 記 載 の 発 明 は 、 特 に 、 請 求 項 ５ に 記 載 の 加 熱 調 理 器 に 、 ド ア 開 閉 手 段 が 入 力 さ
れ た 制 御 手 段 か ら 所 定 時 間 の 間 だ け 出 力 さ れ る 信 号 に 応 じ て 、 報 知 手 段 を 所 定 時 間 の 間 動
作 さ せ る こ と で 、 安 全 回 路 部 が 動 作 し た こ と 、 す な わ ち 加 熱 調 理 器 が 動 作 可 能 状 態 に な っ
て い る 時 の み を 使 用 者 に 意 識 さ せ る こ と が で き 、 加 熱 調 理 器 の 状 態 が 容 易 に 認 識 す る こ と
が で き る た め 、 無 意 識 の う ち に 加 熱 手 段 が 動 作 し て し ま う こ と を 防 ぐ こ と が で き る 。
【 ０ ０ １ ６ 】
【 実 施 例 】
以 下 本 発 明 の 実 施 例 に つ い て 、 図 面 を 参 照 し な が ら 説 明 す る 。
【 ０ ０ １ ７ 】
（ 実 施 例 １ ）
図 １ は 、 本 発 明 の 第 １ の 実 施 例 に お け る 加 熱 調 理 器 の 図 を 示 す も の で あ る 。
【 ０ ０ １ ８ 】
図 １ に お い て 、 ６ は 加 熱 室 を 開 閉 す る ド ア の 開 閉 状 態 を 出 力 す る ド ア 開 閉 信 号 出 力 部 で あ
り 、 ド ア が 閉 状 態 で は ０ Ｖ 出 力 、 開 状 態 で は は ぼ ５ Ｖ を 出 力 し 、 そ の 信 号 は 制 御 手 段 １ へ
入 力 さ れ る と と も に 、 安 全 回 路 部 ５ へ も 入 力 さ れ る 。 制 御 手 段 １ は 、 入 力 さ れ た ド ア 開 閉
信 号 を 受 け て 、 安 全 回 路 部 ５ に 信 号 を 出 力 す る 。 安 全 回 路 部 ５ は 、 ド ア 開 閉 信 号 出 力 部 ６
か ら の 信 号 と 制 御 手 段 １ か ら の 信 号 に よ り 動 作 を 行 う 。 制 御 手 段 １ は 、 操 作 部 ４ よ り 加 熱
開 始 の 指 示 を 入 力 さ れ る と 加 熱 手 段 駆 動 部 ３ に 信 号 を 出 力 し 、 加 熱 手 段 駆 動 部 ３ は そ の 信
号 と 安 全 回 路 部 ５ か ら の 信 号 に よ り 動 作 を 行 い 、 そ の 出 力 信 号 に て 加 熱 手 段 制 御 部 ２ を 動
作 さ せ 、 加 熱 手 段 ８ を 動 作 さ せ て い る 。
【 ０ ０ １ ９ 】
な お 、 図 ２ は そ の 回 路 図 、 図 ３ は タ イ ミ ン グ チ ャ ー ト を 示 す 。
【 ０ ０ ２ ０ 】
以 上 の よ う に 構 成 さ れ た 加 熱 調 理 器 に つ い て 、 図 ２ 、 図 ３ を 用 い て 以 下 に そ の 動 作 、 作 用
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を 説 明 す る 。
【 ０ ０ ２ １ 】
ま ず 、 使 用 者 が ド ア を 開 く と 、 ド ア 開 で Ｏ Ｆ Ｆ 、 ド ア 閉 で Ｏ Ｎ す る ド ア 連 動 ス イ ッ チ に よ
り 、 ト ラ ン ジ ス タ Ｑ ３ の ベ ー ス が ０ Ｖ と な り 、 ト ラ ン ジ ス タ Ｑ ３ が Ｏ Ｆ Ｆ し 、 ド ア 開 閉 信
号 出 力 部 ６ の 出 力 、 す な わ ち 、 Ｂ 点 の 電 位 が ほ ぼ ５ Ｖ と な る 。 そ の 信 号 を 受 け た 制 御 手 段
１ は ド ア が 開 け ら れ た こ と を 認 識 し 、 制 御 手 段 １ の Ｏ １ か ら 信 号 を 出 力 し （ こ の 場 合 、 制
御 手 段 １ の 出 力 電 圧 は ５ Ｖ と す る ） 、 ト ラ ン ジ ス タ Ｑ ７ の エ ミ ッ タ に 電 圧 を 印 可 す る 。 同
時 に 、 Ｂ 点 か ら の 出 力 信 号 は 、 安 全 回 路 部 ５ の ト ラ ン ジ ス タ Ｑ ８ の ベ ー ス に 印 加 さ れ 、 ト
ラ ン ジ ス タ Ｑ ８ が Ｏ Ｎ し て 、 そ れ に よ り ト ラ ン ジ ス タ Ｑ ７ の ベ ー ス が ０ Ｖ に 引 き 込 ま れ ト
ラ ン ジ ス タ Ｑ ７ が Ｏ Ｎ す る 。 す な わ ち 、 ト ラ ン ジ ス タ Ｑ ７ と Ｑ ８ と に よ り 回 路 の 安 全 性 を
保 持 す る 安 全 回 路 部 ５ を 構 成 す る 。 ト ラ ン ジ ス タ Ｑ ７ が Ｏ Ｎ す る と ト ラ ン ジ ス タ Ｑ ７ の コ
レ ク タ が ほ ぼ ５ Ｖ と な る た め 、 ド ア 信 号 出 力 部 ６ か ら の 出 力 信 号 が ０ Ｖ に な っ て も （ ド ア
が 閉 め ら れ て も ） 、 ト ラ ン ジ ス タ Ｑ ８ は Ｏ Ｎ し 続 け る 。 ま た 、 操 作 部 ４ の ス イ ッ チ Ｓ Ｗ １
～ Ｓ Ｗ ４ か ら の 出 力 が 加 熱 手 段 １ へ 入 力 さ れ 、 加 熱 可 能 な 状 態 を 制 御 手 段 １ が 認 識 す る と
、 制 御 手 段 １ の Ｏ ２ が 出 力 さ れ ト ラ ン ジ ス タ Ｑ ５ の ベ ー ス に ５ Ｖ が 印 加 さ れ る 。 こ の 時 、
ト ラ ン ジ ス タ Ｑ ８ が Ｏ Ｎ し て い る た め 、 ト ラ ン ジ ス タ Ｑ ５ が Ｏ Ｎ し て 、 加 熱 手 段 制 御 部 ２
の リ レ ー の 接 点 が 閉 じ 、 加 熱 手 段 ８ が 動 作 す る 。
【 ０ ０ ２ ２ 】
以 上 の よ う に 、 本 実 施 例 に お い て は 、 安 全 回 路 部 ５ を 、 ド ア 開 閉 状 態 が 入 力 さ れ た 制 御 手
段 １ か ら の 出 力 信 号 と ド ア 開 閉 信 号 出 力 部 ６ か ら の 出 力 信 号 で 動 作 さ せ る こ と に よ り 、 マ
イ ク ロ コ ン ピ ュ ー タ ー 等 の 制 御 手 段 １ の 故 障 や 、 使 用 者 が 意 図 せ ず に 操 作 部 ４ の み 操 作 し
た と き に 、 誤 っ て 加 熱 調 理 器 を 動 作 さ せ な い よ う に で き る 。 ま た 、 Ｓ Ｔ Ａ Ｒ Ｔ キ ー を 廃 止
す る こ と が で き る た め 、 操 作 部 ４ の 操 作 性 、 視 認 性 を 向 上 し 、 か つ 安 価 な 加 熱 調 理 器 と す
る こ と が で き る 。
【 ０ ０ ２ ３ 】
な お 、 操 作 部 ４ に お い て Ｓ Ｔ Ａ Ｒ Ｔ キ ー の 有 無 に よ ら ず 、 上 記 効 果 を 得 る こ と が で き る の
は 言 う ま で も な い 。
【 ０ ０ ２ ４ 】
ま た 、 本 実 施 例 の ド ア 連 動 ス イ ッ チ を 、 加 熱 手 段 制 御 部 ２ の リ レ ー と 、 リ レ ー 電 源 の 間 、
ま た は リ レ ー と 加 熱 手 段 駆 動 部 ３ の 間 に 設 け る こ と で 、 ド ア が 閉 じ て い る 時 に の み リ レ ー
の 接 点 を 閉 じ る こ と と な り 、 ド ア が 開 い て い る 時 に 万 が 一 ノ イ ズ 等 に よ り 制 御 手 段 １ か ら
Ｏ ２ 出 力 ま た は 、 ト ラ ン ジ ス タ Ｑ ５ を Ｏ Ｎ す る 信 号 が 印 加 さ れ た と し て も 、 リ レ ー を Ｏ Ｎ
さ せ な い よ う に で き る た め 、 よ り 安 全 性 が 高 め ら れ る 。
【 ０ ０ ２ ５ 】
（ 実 施 例 ２ ）
図 ４ は 、 本 発 明 の 第 ２ の 実 施 例 の 加 熱 調 理 器 の 図 で あ る 。 図 ４ に お い て 、 実 施 例 １ の 構 成
と 異 な る と こ ろ は 、 安 全 回 路 部 ５ を 、 操 作 部 ４ で 加 熱 開 始 の 指 示 を し た 時 の 出 力 信 号 と ド
ア 開 閉 状 態 が 入 力 さ れ た 制 御 手 段 １ か ら の 出 力 信 号 と ド ア 開 閉 信 号 出 力 部 ６ か ら の 出 力 信
号 で 動 作 す る よ う に し た 点 で あ る 。 な お 、 図 ５ は そ の 回 路 図 、 図 ６ は タ イ ミ ン グ チ ャ ー ト
を 示 す 。
【 ０ ０ ２ ６ 】
以 上 の よ う に 構 成 さ れ た 加 熱 調 理 器 に つ い て 、 図 ５ 、 図 ６ を 用 い て 以 下 に そ の 動 作 、 作 用
を 説 明 す る 。
【 ０ ０ ２ ７ 】
ま ず 、 使 用 者 が ド ア を 開 く と 、 ド ア 開 で Ｏ Ｆ Ｆ 、 ド ア 閉 で Ｏ Ｎ す る ド ア 連 動 ス イ ッ チ に よ
り 、 ト ラ ン ジ ス タ Ｑ ３ の ベ ー ス が ０ Ｖ と な り 、 ト ラ ン ジ ス タ Ｑ ３ が Ｏ Ｆ Ｆ し 、 ド ア 開 閉 信
号 出 力 部 ６ の 出 力 、 す な わ ち 、 Ｂ 点 の 電 位 が ほ ぼ ５ Ｖ と な る 。 そ の 信 号 を 受 け た 制 御 手 段
１ は ド ア が 開 け ら れ た こ と を 認 識 し 、 制 御 手 段 １ の Ｏ １ か ら 信 号 を 出 力 し （ こ の 場 合 、 制
御 手 段 １ の 出 力 電 圧 は ５ Ｖ と す る ） 、 ト ラ ン ジ ス タ Ｑ ７ の エ ミ ッ タ お よ び Ｑ ４ の エ ミ ッ タ
に 電 圧 を 印 可 す る 。 同 時 に 、 Ｂ 点 か ら の 出 力 信 号 は 、 安 全 回 路 部 ５ の ト ラ ン ジ ス タ Ｑ ８ の
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ベ ー ス に 印 加 さ れ 、 ト ラ ン ジ ス タ Ｑ ８ が Ｏ Ｎ し て 、 そ れ に よ り ト ラ ン ジ ス タ Ｑ ７ の ベ ー ス
が ０ Ｖ に 引 き 込 ま れ ト ラ ン ジ ス タ Ｑ ７ が Ｏ Ｎ す る 。 次 に 使 用 者 が 操 作 部 ４ の Ｓ Ｔ Ａ Ｒ Ｔ キ
ー を 押 す と ダ イ オ ー ド Ｄ ３ を 通 し て 点 Ａ が ５ Ｖ に な り 、 ト ラ ン ジ ス タ Ｑ ６ が Ｏ Ｎ し て 、 そ
れ に よ り ト ラ ン ジ ス タ Ｑ ４ の ベ ー ス が ０ Ｖ に 引 き 込 ま れ ト ラ ン ジ ス タ Ｑ ４ が Ｏ Ｎ す る 。 す
な わ ち 、 ト ラ ン ジ ス タ Ｑ ４ 、 Ｑ ６ 、 Ｑ ７ と Ｑ ８ と に よ り 回 路 の 安 全 性 を 保 持 す る 安 全 回 路
部 ５ を 構 成 す る 。 ト ラ ン ジ ス タ Ｑ ７ が Ｏ Ｎ す る と ト ラ ン ジ ス タ Ｑ ７ の コ レ ク タ が ほ ぼ ５ Ｖ
と な る た め 、 ド ア 信 号 出 力 部 ６ か ら の 出 力 信 号 が ０ Ｖ に な っ て も （ ド ア が 閉 め ら れ て も ）
、 ト ラ ン ジ ス タ Ｑ ８ は Ｏ Ｎ し 続 け 、 ト ラ ン ジ ス タ Ｑ ４ が Ｏ Ｎ す る と ト ラ ン ジ ス タ Ｑ ４ の コ
レ ク タ が ほ ぼ ５ Ｖ と な る た め 、 Ｓ Ｔ Ａ Ｒ Ｔ キ ー が 離 さ れ て も ト ラ ン ジ ス タ Ｑ ６ は Ｏ Ｎ し 続
け る 。 ま た 、 操 作 部 ４ の Ｓ Ｔ Ａ Ｒ Ｔ ス イ ッ チ か ら の 出 力 が 加 熱 手 段 １ へ 入 力 さ れ 、 加 熱 可
能 な 状 態 を 制 御 手 段 １ が 認 識 す る と 、 制 御 手 段 １ の Ｏ ２ が 出 力 さ れ ト ラ ン ジ ス タ Ｑ ５ の ベ
ー ス に ５ Ｖ が 印 加 さ れ る 。 こ の 時 、 ト ラ ン ジ ス タ Ｑ ６ と Ｑ ８ が Ｏ Ｎ し て い る た め 、 ト ラ ン
ジ ス タ Ｑ ５ が Ｏ Ｎ し て 、 加 熱 手 段 制 御 部 ２ の リ レ ー の 接 点 が 閉 じ 、 加 熱 手 段 ８ が 動 作 す る
。
【 ０ ０ ２ ８ 】
以 上 の よ う に 、 本 実 施 例 に お い て は 、 安 全 回 路 部 ５ を 、 操 作 部 ４ で 加 熱 開 始 の 指 示 を し た
時 の 出 力 信 号 と ド ア 開 閉 状 態 が 入 力 さ れ た 制 御 手 段 １ か ら の 出 力 信 号 と ド ア 開 閉 信 号 出 力
部 ６ か ら の 出 力 信 号 で 動 作 さ せ る こ と で 、 実 施 例 １ 以 上 の 安 全 性 を 実 現 す る こ と が で き る
。
【 ０ ０ ２ ９ 】
ま た 、 ド ア 連 動 ス イ ッ チ を 、 加 熱 手 段 制 御 部 ２ の リ レ ー と 、 リ レ ー 電 源 の 間 、 ま た は リ レ
ー と 加 熱 手 段 駆 動 部 ３ の 間 に 設 け る こ と で 、 さ ら に 安 全 性 を 実 現 す る こ と が で き る 。
【 ０ ０ ３ ０ 】
（ 実 施 例 ３ ）
図 ７ は 、 本 発 明 の 第 ３ の 実 施 例 の 加 熱 調 理 器 の タ イ ミ ン グ チ ャ ー ト で あ る 。 図 ７ に お い て
、 制 御 手 段 １ が ド ア 閉 の 認 識 を し て い る 状 態 か ら ド ア 開 を 認 識 す る と 、 制 御 手 段 １ か ら Ｏ
１ 出 力 信 号 を 出 す （ こ の 場 合 、 制 御 手 段 １ の 出 力 電 圧 は ５ Ｖ と す る ） 。 そ こ で 、 制 御 手 段
１ が ド ア 閉 を 認 識 し て か ら 所 定 時 間 の 間 に 、 操 作 部 ４ か ら の 加 熱 開 始 指 示 が 制 御 手 段 １ に
な さ れ な い と 、 Ｏ １ 出 力 信 号 の ５ Ｖ 出 力 を 出 さ な い よ う に す る こ と で 、 Ｑ ８ の コ レ ク タ が
０ Ｖ に 引 き 込 め な い た め 、 リ レ ー が Ｏ Ｆ Ｆ の ま ま に す る こ と が で き る 。 そ う す る こ と で 、
使 用 者 が 意 図 せ ず 、 ま た は 間 違 っ て ド ア を 開 閉 さ せ た 場 合 、 所 定 時 間 後 で あ れ ば 誤 っ て 操
作 部 ４ か ら の 加 熱 開 始 指 示 を 制 御 手 段 １ に 送 っ て し ま っ て も 、 使 用 者 の 意 図 し な い 加 熱 手
段 動 作 を さ せ な い よ う に で き る た め 、 安 全 性 が 向 上 す る 。
【 ０ ０ ３ １ 】
ま た 、 本 実 施 例 で は 、 制 御 手 段 １ が ド ア 閉 を 認 識 し て か ら 所 定 時 間 の 間 に 、 操 作 部 ４ か ら
の 加 熱 開 始 指 示 が 制 御 手 段 １ に な さ れ な い と 、 Ｏ １ 出 力 信 号 の ５ Ｖ 出 力 を 出 さ な い よ う に
す る と と も に 、 Ｏ ２ 出 力 信 号 の ５ Ｖ 出 力 も 出 さ な い よ う に す る こ と で 、 ト ラ ン ジ ス タ Ｑ ５
、 Ｑ ８ の ２ つ を Ｏ Ｆ Ｆ で き る た め 、 さ ら に 安 全 性 が 向 上 す る こ と が で き る 。
【 ０ ０ ３ ２ 】
（ 実 施 例 ４ ）
図 ８ は 、 本 発 明 の 第 ４ の 実 施 例 の 加 熱 調 理 器 の 図 で あ る 。 図 ８ に お い て 、 実 施 例 １ の 構 成
と 異 な る と こ ろ は 、 ド ア の 開 閉 に 応 じ て 、 使 用 者 に 報 知 す る 報 知 手 段 を 設 け た こ と で あ る
。
【 ０ ０ ３ ３ 】
以 上 の よ う に 構 成 さ れ た 加 熱 調 理 器 に お い て 、 図 ８ を 用 い て 以 下 に そ の 動 作 、 作 用 を 説 明
す る 。 な お 、 実 施 例 １ と 同 一 符 号 の も の は 同 一 構 造 を 有 し 、 説 明 は 省 略 す る 。
【 ０ ０ ３ ４ 】
ま ず 、 使 用 者 が ド ア を 開 く と 、 ド ア 開 閉 出 力 部 ６ か ら の 信 号 が 制 御 手 段 １ に 入 力 さ れ 、 そ
の 信 号 を 受 け た 制 御 手 段 １ は ド ア が 開 け ら れ た こ と を 認 識 す る 。 こ の と き 、 制 御 手 段 １ は
、 報 知 手 段 ７ に 対 し て 使 用 者 に ド ア が 開 け ら れ た こ と を 知 ら し め る た め の 報 知 を 行 わ せ る
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。 こ こ で い う 報 知 手 段 ７ は 、 ブ ザ ー 等 に よ る 音 で の 報 知 、 Ｌ Ｃ Ｄ 等 の 表 示 デ バ イ ス に よ る
表 示 で の 報 知 、 Ｌ Ｅ Ｄ 等 に よ る 光 で の 報 知 な ど が 考 え ら れ る 。 そ う す る こ と で 、 安 全 回 路
部 ５ が 動 作 し た こ と 、 す な わ ち 加 熱 調 理 器 が 動 作 可 能 状 態 に な っ た こ と を 使 用 者 に 意 識 さ
せ る こ と が で き る た め 、 無 意 識 の う ち に 加 熱 手 段 ８ が 動 作 し て し ま う こ と を 防 ぐ こ と が で
き 、 安 全 性 の 向 上 が 図 れ る 。
【 ０ ０ ３ ５ 】
（ 実 施 例 ５ ）
図 ９ は 、 本 発 明 の 第 ５ の 実 施 例 の 加 熱 調 理 器 の タ イ ミ ン グ チ ャ ー ト で あ る 。 図 ９ に お い て
、 実 施 例 ３ の 構 成 と 異 な る と こ ろ は 、 報 知 手 段 を 所 定 時 間 の 間 動 作 さ せ る よ う に し た こ と
で あ る 。
【 ０ ０ ３ ６ 】
以 上 の よ う に 構 成 さ れ た 加 熱 調 理 器 に お い て 、 図 ９ を 用 い て 以 下 に そ の 動 作 、 作 用 を 説 明
す る 。 な お 、 実 施 例 ３ と 同 一 符 号 の も の は 同 一 構 造 を 有 し 、 説 明 は 省 略 す る 。
【 ０ ０ ３ ７ 】
ま ず 、 使 用 者 が ド ア を 開 く と 、 ド ア 開 閉 出 力 部 ６ か ら の 信 号 が 制 御 手 段 １ に 入 力 さ れ 、 そ
の 信 号 を 受 け た 制 御 手 段 １ は ド ア が 開 け ら れ た こ と を 認 識 す る 。 こ の と き 、 制 御 手 段 １ は
、 報 知 手 段 ７ に 対 し て 使 用 者 に ド ア が 開 け ら れ た こ と を 知 ら し め る た め の 報 知 動 作 を 開 始
さ せ る 。 ド ア が 閉 め ら れ 、 所 定 時 間 が 経 過 す る ま で は 安 全 回 路 部 ５ が 動 作 す る 、 す な わ ち
加 熱 調 理 器 が 動 作 可 能 状 態 に な っ て い る た め 、 そ の 間 報 知 手 段 ７ を 動 作 さ せ 続 け る こ と で
、 使 用 者 に 加 熱 調 理 器 が 動 作 可 能 状 態 に な っ て い る こ と を 意 識 さ せ 続 け る こ と が で き 、 無
意 識 の う ち に 加 熱 手 段 ８ が 動 作 し て し ま う こ と を 防 ぐ こ と が で き る た め 、 安 全 性 の 向 上 が
図 れ る 。 こ こ で い う 報 知 手 段 ７ は 、 ブ ザ ー 等 に よ る 音 で の 報 知 、 Ｌ Ｃ Ｄ 等 の 表 示 デ バ イ ス
に よ る 表 示 で の 報 知 、 Ｌ Ｅ Ｄ 等 に よ る 光 で の 報 知 な ど が 考 え ら れ る 。
【 ０ ０ ３ ８ 】
【 発 明 の 効 果 】
以 上 の よ う に 、 請 求 項 １ 、 ２ 、 ３ 、 ４ 、 ５ 、 ６ に 記 載 の 発 明 に よ れ ば 、 マ イ ク ロ コ ン ピ ュ
ー タ ー 等 の 制 御 手 段 の 故 障 や 、 使 用 者 が 意 図 せ ず に 操 作 部 の み 操 作 し た と き に 、 誤 っ て 加
熱 調 理 器 を 動 作 さ せ な い よ う に で き る 。
【 図 面 の 簡 単 な 説 明 】
【 図 １ 】 本 発 明 の 実 施 例 １ に お け る 加 熱 調 理 器 の 構 成 図
【 図 ２ 】 本 発 明 の 実 施 例 １ に お け る 加 熱 調 理 器 の 回 路 図
【 図 ３ 】 本 発 明 の 実 施 例 １ に お け る 加 熱 調 理 器 の タ イ ム チ ャ ー ト
【 図 ４ 】 本 発 明 の 実 施 例 ２ に お け る 加 熱 調 理 器 の 構 成 図
【 図 ５ 】 本 発 明 の 実 施 例 ２ に お け る 加 熱 調 理 器 の 回 路 図
【 図 ６ 】 本 発 明 の 実 施 例 ２ に お け る 加 熱 調 理 器 の タ イ ム チ ャ ー ト
【 図 ７ 】 本 発 明 の 実 施 例 ３ に お け る 加 熱 調 理 器 の タ イ ム チ ャ ー ト
【 図 ８ 】 本 発 明 の 実 施 例 ４ に お け る 加 熱 調 理 器 の 構 成 図
【 図 ９ 】 本 発 明 の 実 施 例 ５ に お け る 加 熱 調 理 器 の タ イ ム チ ャ ー ト
【 図 １ ０ 】 従 来 の 加 熱 調 理 器 の 構 成 図
【 図 １ １ 】 従 来 の 加 熱 調 理 器 の 回 路 図
【 符 号 の 説 明 】
１ 　 制 御 手 段
２ 　 加 熱 手 段 制 御 部
３ 　 加 熱 手 段 駆 動 部
４ 　 操 作 部
５ 　 安 全 回 路 部
６ 　 ド ア 信 号 出 力 部
８ 　 加 熱 手 段
９ 　 開 閉 手 段
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【 図 １ 】 【 図 ２ 】

【 図 ３ 】

【 図 ４ 】 【 図 ５ 】

【 図 ６ 】
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【 図 ７ 】 【 図 ８ 】

【 図 ９ 】 【 図 １ ０ 】
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